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あなたも憲法九条
守る運動に参加し
てください。

洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

安
倍
政
権
は
、
日
本
を
ア

メ
リ
カ
軍
の
出
撃
基
地
と
し

て
惜
し
み
な
く
与
え
る
事
を

ま
た
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。日

米
会
談
で
ア
メ
リ
カ
の

高
額
な
武
器
の
購
入
を
要
求

さ
れ
、
何
の
反
対
も
せ
ず
６

０
０
０
億
円
の｢

イ
ー
ジ
ス

ア
シ
ョ
ア｣

を
購
入
、
今
度

は
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
で
爆
撃

も
で
き
る
Ｆ
３
５
戦
闘
機
を

１
４
７
機
も
購
入
す
る
こ
と

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

防
衛
省
が
昨
年
末
に
閣
議

決
定
し
た
２
０
１
９
～
２
３

年
度
の｢

中
期
防
衛
力
整
備

計
画｣

に
基
づ
く
装
備
品
の

単
価
に
よ
れ
ば
、
史
上
最
も

高
額
な
兵
器
シ
ス
テ
ム
（
米

政
府
監
査
員
）
と
い
わ
れ
る

Ｆ
３
５
を｢

爆
買
い｣

し
て
い

ま
す
。
購
入
費
と
維
持
費
の

総
額
は
６
．
２
兆
円
を
超
え

る
見
通
し
て
あ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
空
母
い
ず
も
」

の
甲
板
を
補
強
し
垂
直
離
発

着
が
で
き
る
Ｆ
３
５
Ｂ
を
搭

載
す
る
こ
と
ま
で
計
画
し
て

い
ま
す
。
戦
争
参
加
の
危
険

が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
し
ゃ
ぶ
り
尽
く
さ
れ
る
日
本

カ
ジ
ノ
も
ト
ラ
ン
プ
の
要
求

政
府
は
鹿
児
島
県
・
種
子
島

沖
12
ｋ
ｍ
に
あ
る
馬
毛
島
を
、

購
入
、
政
府
と
地
権
者
は
、
買

収
額
を
お
よ
そ
160
億
円
と
す
る

こ
と
で
大
筋
合
意
し
、
仮
契
約

を
結
び
、
年
度
内
に
島
の
引
き

渡
し
が
実
現
す
る
見
通
し
と
な
っ

た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
は
、
馬
毛
島
を
自
衛
隊

と
ア
メ
リ
カ
軍
が
共
同
で
使
用

で
き
る
よ
う
、
整
備
す
る
方
針
。

翻
弄
さ
れ
た
馬
毛
島

利
権
の
島
と
噂
さ
れ
て
き
た

馬
毛
島
で
す
が
、
原
発
の
廃
棄

物
処
理
場
や
自
衛
隊
の
レ
ー
ダ
ー

基
地
・
硫
黄
島
に
代
わ
る
米
海

軍
空
母
艦
載
機
の
陸
上
空
母
離

着
陸
訓
練
（F

C
L
P

）
に
利
用
が

検
討
・
沖
縄
県
普
天
間
飛
行
場

の
移
設
候
補
地
の
一
つ
と
し
て

名
前
が
挙
が
り
ま
し
た
。

種
子
島
や
屋
久
島
の
地
元
住

民
は
米
軍
訓
練
基
地
建
設
に
こ

ぞ
っ
て
反
対
を
表
明
し
て
来
ま

し
た
。

自
然
豊
か
な
世
界
遺
産
、
屋

久
島
近
く
に
米
軍
艦
載
機
の
タ
ッ

チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
訓
練
の
爆
音
が

響
き
渡
る
南
西
諸
島
の
軍
事
基

地
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
米
軍
に
は
至
れ
り
尽
く
せ

り
の
大
金
投
入
で
す
。

許
せ
な
い

京
都
市
が
自
衛
隊
へ
名
簿
提
供

京
都
市
が
自
衛
隊
に
18
歳
と
22

歳
の
名
簿
を
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
に
し

て
1
月
に
も
提
供
す
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

戦
争
法
な
ど
の｢

危
険｣

を
察
知

し
た
若
者
が
自
衛
隊
に
応
募
し
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
民
党
市
会
議
員
な
ど
が
京
都
市

に
自
衛
隊
へ
の
協
力
を
要
求
し
た

こ
と
な
ど
が
反
映
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

自
治
体
の
経
費
で
個
人
情
報
を

勝
手
に
提
供
し
て
い
る
門
川
市
長

は｢

法
令
上
問
題
は
無
い
、
反
対
派

は
自
衛
隊
そ
の
も
の
を
否
定
し
て

い
る｣

と
発
言
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
か
ら
自
衛
隊
の
Ｄ
Ｍ
に
若
者

は｢

赤
紙｣

が
来
た
と
噂
し
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
有
力
な
支

持
者
が
カ
ジ
ノ
業
者
で
す
。
カ
ジ

ノ
の
無
い
日
本
は
カ
ジ
ノ
業
者
の

垂
涎
の
的
で
し
た
。

海
外
の
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
と
云
い
ま
す
が
、
外
国
人

は
カ
ジ
ノ
を
目
当
て
に
日
本
に
来

る
人
は
少
数
で
す
、
狙
い
は
日
本

国
民
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

日
本
の
カ
ジ
ノ
進
出
を
狙
う
、
世
界

1
位
の
カ
ジ
ノ
王
、
シ
ェ
ル
ド
ン
・
ア

デ
ル
ソ
ン
氏
が
経
営
す
る
カ
ジ
ノ
ホ
テ

ル

マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
・
サ
ン
ズ
。

米
軍
基
地
に
無
人
島
購
入
１
６
０
億
円

西京九条の会連絡会
ＨＰをご覧ください。
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Ｆ３５ １４７機購入 総額６兆２千億円！

事実上の空母「いずも」
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年
金
掛
金
の
50
％
が
株
投
資
に

生
産
性
奪
っ
た
非
正
規
労
働

参
議
院
選
挙
で
3
分
の
2
を
取
ら
さ
な
い

野
党
共
闘
こ
そ
勝
利
の
方
程
式

議席数
2 0 1 9 年

改選数

2019年

非改選

3分の2

必要数

1人区(31)

2013当選数

1人区(32)

2016当選数

自・公・維１６９ ９２ ７７ ８７ ３０ ２１

野党統一 1 １１

参議院定数が３増え２４５議席 ３分の２は１６４議席以上

改憲派を７月の参議院選挙で５議席以上減らせば憲法改悪の国

会発議が出来なくなります。1人区の野党統一で２０１６年選

挙を再現すれば安倍内閣の野望は挫折。衆議院同時選挙なら、

衆議院でも野党共闘で安倍政治を終わらすことも可能です。

市民と野党の共闘で

国民が立ち上がれば

安倍内閣の終わりの

始まりが７月参議院

選挙で実現します。

株
価
が
上
が
れ
ば
景
気
が
良

く
な
っ
て
い
る
と
誤
解
し
て
い

る
安
倍
総
理
で
す
が
、
こ
こ
に

来
て
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
関
係

悪
化
か
ら
世
界
の
株
価
が
下
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
に
な
っ
て
か
ら
Ｇ

Ｐ
Ｉ
Ｆ(

年
金
積
立
金
管
理
運
用

独
立
行
政
法
人
）
の
運
用
委
員

の
ほ
と
ん
ど
を
す
げ
替
え
、
国

内
株
・
外
国
株
各
々

25
％
に
引

き
上
げ
、
２
０
１
８
年
９
月
末

で
総
額
１
６
９
兆
円
と
報
告
し

て
い
ま
す
。

年
金
を
支
払
っ
て
い
る
全
て

の
国
民
の
財
産
を
安
倍
総
理
が

全
て
支
配
し
て
い
る
こ
と
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
は
毎
月

報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
４
半
期
毎(

３
ヶ
月)

に

な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
収
益

は
減
少
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
国
民
の
年
金
を
ハ
イ
リ
ス

ク
で
運
用
を
す
る
事
は
世
界
で

は
あ
り
得
な
い
事
で
す
。
危
険

な
運
用
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
本
銀
行
は
黒
田
総
裁
に
な
っ
て
か

ら｢

異
次
元
の
金
融
緩
和｣

を
主
張
し
て
、

株
価
買
い
支
え
に
昨
年
末
で
２
４
兆
円

も
の
指
数
連
動
型
上
場
投
資
信
託
受
益

権
（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
を
購
入
し
、
一
度
も
売
っ

て
い
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
株
価
が
下

が
れ
ば
１
日
あ
た
り
７
０
４
億
円
も
の

資
金
を
株
式
市
場
に
投
入
し
て
い
ま
す

が
、
株
価
が
暴
落
す
れ
ば
、
重
大
な
事

態
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

安
倍
銀
行
と
化
し
た
日
本
銀
行

赤旗 2018年7月19日より

企
業
も
本
業
よ
り
バ
ク
チ
に

内
部
留
保
金
の
運
用
が
製
造
業
の
不

祥
事
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
無

い
で
し
ょ
う
か
。

日
経
連（
当
時
）は
１
９
９
５
年
、｢
新

時
代
の
日
本
的
経
営｣

を
発
表
、
小

泉
内
閣
の
時
、竹
中
大
臣（
現
パ
ソ
ナ

会
長
）ら
が｢

規
制
緩
和｣

と
称
し
て

非
正
規
労
働
者
を
拡
大
し
、日
本
の

若
者
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

こ
の
低
賃
金
制
度
が
日
本
経
済
を

不
景
気
に
落
と
し
、少
子
高
齢
化
に

拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

日
本
再
生
に
は
大
幅
賃
上
げ
で
若

者
に
希
望
と
未
来
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

大
企
業
の
増
え
続
け
る
内
部
留
保

金
の
一
部
を
賃
金
や
社
会
保
障
費

に
廻
し
て
い
く
こ
と
で
実
現
で
き
ま
す
。


